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２加東市 議会だより Ｎｏ.３７

平成28年度 予算概要

平成28年度主要施策平成28年度主要施策平成28年度主要施策
防災対策・10周年記念事業・公共施設・公共交通
まちの活力・教育環境・幼児教育と子育て支援

　 
防
災
対
策
の
充
実

●
防
災
行
政
無
線
の
設
置

　
平
成

２９
年
４
月
の
全
面
運
用

開
始
に
向
け
、市
内
の
各
世
帯
・

学
校
・
事
業
所
等
に
設
置
。

●
加
古
川
河
川
整
備

　
国
土
交
通
省
や
地
域
と
連
携

し
て
取
り
組
み
、減
災
力
の
強
化

に
努
め
る
。

●
加
東
消
防
署
の
新
築
工
事

●
内
水
被
害
の
防
止
対
策

　
河
高
地
区
雨
水
排
水
ポ
ン
プ

場
の
整
備
に
向
け
て
の
実
施
設
計
。

社
市
街
地
と
北
野
地
区
に
お
け

る
雨
水
管
渠
の
整
備
。

市
制
　
周
年
記
念
事
業
の
実
施

●
庁
舎
周
辺
イ
ベ
ン
ト

●
消
防
団
発
足
１０
周
年
記
念
　

事
業

●
大
相
撲
加
東
場
所

　（
平
成

２９
年
４
月
開
催
予
定
）

●
兵
庫
県
川
柳
祭

　
公
共
施
設
の
適
正
化

　

●
総
合
管
理
計
画
の
策
定

●
借
地
解
消

　
東
条
文
化
会
館
及
び
東
条
福

祉
セ
ン
タ
ー「
と
ど
ろ
き
荘
」の

敷
地
取
得
。

 

地
域
公
共
交
通

　
　
　
　
　
体
系
の
確
立

●
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

の
策
定

　
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構
築
の

た
め｢

地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画｣

を
策
定
。

 

ま
ち
の
活
力
と

　
賑
わ
い
づ
く
り
の
推
進

●
か
と
う
未
来
総
合
戦
略

　
安
定
し
た
雇
用
・
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

●
Ｂｉｏ
に
コ
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　
Ｂｉｏ
周
辺
の｢

賑
わ
い｣

を
創
出
。

１０

に
ぎ

に
ぎ

か
ん 

き
ょ

　
第
６４
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、３
月
１
日
か
ら
３
月
２５
日
の
２５
日
間
の
会
期
で
開
会
し
た
。

　
新
年
度
予
算
案
に
先
立
ち
、市
長
か
ら
平
成
２８
年
度
施
政
方
針（
重
点
施
策
と
７
つ
の
政
策
に

基
づ
く
主
要
な
施
策
）が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
２８
年
度
各
会
計
予
算
を
は
じ
め
、平
成
２７
年
度
各
会
計
補

正
予
算
、条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
な
ど
５４
議
案
を
審
議
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

た
。
人
事
案
件
４
件
に
つ
い
て
も
同
意
し
た
。
ま
た
２
件
の
専
決
処
分
の
報
告
も
受
け
た
。

　
１８
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、８
名
の
議
員
が
市
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
た
。



社幼稚園 （幼稚園型）

加茂こども園 （幼保連携型）

東古瀬こども園（左）・高岡育児園（右） 
（共に幼保連携型）※この2園は、平成27年度から

現在の東条中学校の登校風景

施設の配置図奥に見えるのは「道の駅とうじょう」

たきの愛児園 （こども園・幼保連携型） 正覚坊こども園 （幼保連携型）

米田こども園（幼保連携型） 三草こども園（幼保連携型） 社こども園（幼保連携型）

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.３７

●
南
山
活
性
化
支
援
施
設

　
道
の
駅
と
う
じ
ょ
う
の
駐
車

場
の
一
部
に
、児
童
館
機
能
を
備

え
た
地
域
活
性
化
支
援
施
設
。

　
教
育
環
境
の
充
実

●
東
条
小
中
一
貫
校
開
校
準
備

　
平
成

３３
年
度
開
校
に
向
け
た

準
備（
東
条
文
化
会
館
周
辺
）。

 

●
か
と
う
学

　
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る｢

ふ

る
さ
と
学
習｣

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
。

●
英
語
教
育
の
充
実

・
中
学
生
に｢

英
検｣

の
検
定
料

を
助
成

・�

市
独
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
材
を

活
用
し
た
「
か
と
う
英
語
ラ
イ

セ
ン
ス
制
度
」
を
実
施
し
、英
語

で
日
常
会
話
が
で
き
る
生
徒
の

育
成
を
め
ざ
す
。

 

幼
児
教
育
と

　
　  

子
育
て
支
援
の
充
実

●
認
定
こ
ど
も
園

｢

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園｣

の
平
成

３１
年
度
開
園
に
向
け
て

の
設
計
業
務
に
着
手
。

　
平
成

２７
年
度
、私
立
２
園
が
、

ま
た
、平
成

２８
年
度
に
は
新
た

に
私
立
３
園
・
公
立
４
園
が
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
。

  

●
幼
児
期
の
人
権
教
育
事
業

　
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

●
産
後
ケ
ア
事
業

　
産
婦
と
乳
児
を
対
象
に
、産

婦
人
科
な
ど
で
の
宿
泊
や
日
帰

り
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
一
部
助
成
。

 

本
会
議
で
の
討
論

第
１６
号
議
案

平
成

２８
年
度

　
加
東
市
病
院
事
業
会
計
予
算

　
反
対
討
論

　
５
億
円
の
収
支
不
足
を
補
う

た
め
の
予
算
計
上
は
認
め
ら
れ

な
い
た
め
反
対
す
る
。　 

（
藤
尾
）

　
賛
成
討
論

　
財
政
難
は
承
知
し
て
い
る
が
、

地
域
医
療
は
必
要
で
あ
る
。

　
病
院
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
、

運
営
し
て
も
ら
い
た
い
。  （
井
上
）



乾杯まつり

滝 野 梶 原 線

【
問
】南
山
活
性
化
支
援
施
設
整

備
事
業
で
３
億
２
５
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
金
額
が
大

き
す
ぎ
る
と
思
う
が
、
そ
の
内

訳
は
。

【
答
】設
計
費
用
が
１
５
０
０
万

円
、
本
体
工
事
が
１
億
４
７
０

０
万
円
、
設
備
８
６
０
０
万
円
、

外
構
３
０
０
０
万
円
、
備
品
・

什
器
３
８
０
０
万
円
、
仮
設
工

事
費
９
０
０
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り

業
者
を
決
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】昨
年
の
乾
杯
ま
つ
り
は
、

昼
ご
ろ
に
品
切
れ
に
な
っ
た
。

今
年
は
特
に
山
田
錦
誕
生
８０
周

年
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
根
本

的
な
対
策
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

【
答
】今
年
度
は
、
グ
ル
メ
ブ
ー

ス
も
去
年
の
倍
用
意
し
、
酒
蔵

ブ
ー
ス
も
Ｊ
Ａ
み
の
り
と
の
協

力
体
制
に
よ
り
、
酒
蔵
の
数
も

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
問
】猟
友
会
の
現
状
は
ど
う
か
。

ま
た
、
農
作
物
の
防
護
対
策
費

が
去
年
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
。

【
答
】平
成

２７
年
の
段
階
で
は
、

会
員
数

２７
名
、
平
均
年
齢
は

６５

歳
で
あ
る
。
農
作
物
の
防
護
対

策
費
は
、
昨
年
度
以
前
の
実
績

を
踏
ま
え
設
定
し
て
い
る
。

【
問
】農
地
転
用
届
出
の
処
理
が

加
東
市
の
場
合
、
近
隣
市
と
比

べ
て
非
常
に
遅
い
が
。

【
答
】
受
け
付
け
し
て
か
ら
届

出
受
理
、
交
付
す
る
ま
で
の
期

間
が
特
に
大
幅
に
遅
れ
る
と
い

う
認
識
は
持
っ
て
い
な
い
。
事

務
局
だ
け
で
は
な
し
に
、
関
係

課
に
意
見
を
求
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
日
数
が
か
か
っ
て
し

ま
う
。
短
縮
で
き
る
よ
う
に
手

続
き
を
見
直
し
た
い
。

【
問
】市
制
１０
周
年
の
記
念
事
業

が
多
く
あ
る
が
、
市
民
か
ら
色
々

と
意
見
を
聞
く
。
事
業
実
施
に

あ
た
っ
て
の
心
構
え
は
。

【
答
】記
念
事
業
に
つ
い
て
、

１０

周
年
と
い
う
節
目
を
市
民
の
皆

様
と
一
緒
に
祝
う
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

【
問
】加
東
消
防
署
建
設
工
事
は

非
常
に
厳
し
い
工
程
に
な
り
そ

う
だ
が
。

【
答
】加
東
消
防
署
の
供
用
開
始

は
平
成

３０
年
４
月
の
予
定
で
あ

る
。
平
成

２８
年
度
か
ら
建
設
に

着
手
す
る
が
、
で
き
る
だ
け
早

く
完
成
さ
せ
た
い
。

【
問
】地
区
の
公
共
施
設
の
整
備

費
の
一
部
助
成
の
内
容
は
。

【
答
】地
区
か
ら
色
々
な
要
望
が

あ
り
、
平
成

２８
年
度
か
ら
従
来

の
新
築
・
改
修
に
加
え
て
修
繕

に
対
し
て
も
助
成
す
る
こ
と
と

す
る
。
補
助
率
１
０
０
分
の

３０

で
、
上
限
を
１
０
０
万
円
と
し

て
い
る
。

【
問
】滝
野
梶
原
線
事
業
は
、
平

成
２８
年
度
ま
で
の
事
業
で
あ
っ

た
が
、
平
成
２９
年
度
ま
で
延
び

て
い
る
の
か
。

【
答
】平
成

２９
年
度
ま
で
の
事
業

で
あ
る
。

【
問
】滝
野
梶
原
線
の
歩
道
は
、

自
歩
道
か
歩
道
か
。

【
答
】幅
員
が
２
ｍ
で
あ
り
、
歩

道
で
あ
る
。
自
歩
道
は
幅
員
が

３
ｍ
以
上
必
要
で
あ
る
。

【
問
】こ
の
事
業
を
平
成
２８
年
度

に
完
了
で
き
な
い
か
。

【
答
】加
東
消
防
署
新
築
工
事
の

絡
み
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
事

業
と
調
整
し
な
が
ら
、
痛
み
が

ひ
ど
い
東
側
は
平
成

２８
年
度
に

完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

【
問
】ア
ド
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

予
算
額
が
か
な
り
減
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
。

【
答
】平
成

２７
年
度
か
ら
ア
ド
プ

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
が
、
参
加
団
体
が
予
想
よ
り

少
な
か
っ
た
た
め
減
額
し
て
い

る
。

【
問
】証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事

業
で
手
数
料
に
差
が
あ
る
の
は
。

【
答
】市
役
所
の
窓
口
で
は
３
０

０
円
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
２
５
０

円
に
し
て
差
別
化
し
、
で
き
る

だ
け
コ
ン
ビ
ニ
で
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
普
及
も
見
込
め
る
。

【
問
】他
市
に
お
い
て
金
額
の
違

い
は
。

【
答
】小
野
市
、
三
木
市
が
同
じ

よ
う
に
２
５
０
円
で
設
定
し
て

い
る
。

４加東市 議会だより Ｎｏ.３７

予算特別委員会報告

南山活性化支援施設の整備南山活性化支援施設の整備南山活性化支援施設の整備
地域活性化、子育て支援機能を備えた複合施設

　
平
成
２８
年
度
予
算
は
、
１５
名
の
委
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
岸
本
眞
知
子

委
員
長
）
を
設
置
し
て
、
３
月
７
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
の

予
算
も
可
決
し
た
。

地
域
創
造
部

農
業
委
員
会

協

働

部

ま
ち
・
農
整
備
部

市
民
生
活
部



加東市民病院

コスミックホール

【
問
】地
域
活
性
化
事
業
債
は
何

に
充
当
す
る
の
か
。

【
答
】平
成

２８
年
度
の
公
用
車
の

購
入
資
金
に
充
て
る
。

【
問
】顧
問
弁
護
士
委
託
料
は
ど

の
事
件
の
委
託
料
か
。

【
答
】特
定
の
訴
訟
等
の
顧
問
弁

護
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
通

常
の
業
務
を
行
う
に
あ
た
り
、

法
律
的
な
相
談
等
を
行
い
、
そ

の
助
言
を
い
た
だ
く
顧
問
契
約

に
係
わ
る
予
算
で
あ
る
。

【
問
】今
後
の
訪
問
看
護
に
対
す

る
見
通
し
は
。

【
答
】現
状
は
高
齢
者
の
利
用
が

多
く
、
今
後
は
小
児
科
の
方
の

利
用
も
開
拓
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】今
後
の
病
院
経
営
は
。

【
答
】か
な
り
厳
し
い
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
病
院
と
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
か
ら
手
を
尽
く

し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お

厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
病
院
の
使
命

を
考
え
た
と
き
、
必
要
な
施
設

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
う
い
う

中
で
経
営
改
善
へ
の
取
り
組
み

を
何
度
も
い
っ
て
き
た
が
、
結

局
は
何
も
で
き
て
い
な
い
の
で

は
と
の
指
摘
で
あ
る
が
、
現
場

は
常
日
頃
か
ら
医
師
の
確
保
に

も
努
め
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は

十
分
に
分
か
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
問
】節
水
型
社
会
の
進
展
に
よ

り
使
用
量
が
減
っ
て
い
く
が
、

今
後
の
水
道
料
金
は
。

【
答
】今
直
ち
に
値
上
げ
を
す
る

と
い
う
判
断
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
事
業
費
の
精
査
、
収

支
見
通
し
を
た
て
て
い
く
と
共

に
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
適
正

料
金
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討

を
続
け
て
い
く
。

【
問
】放
課
後
に
お
け
る
補
充
学

習
等
推
進
事
業
は
、
年
間
を
通

し
て
行
う
の
か
。

【
答
】各
学
校
で
年
間

２５
回
計
画

し
て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で
定

期
的
に
実
施
す
る
。

【
問
】東
条
文
化
会
館
は
、
指
定

管
理
者
が
か
わ
る
が
、
引
継
ぎ

は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】今
年
１
月
に
「
新
し
い
風 

か
と
う
」
に
決
定
し
た
こ
と
を

受
け
、
順
次
引
継
ぎ
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
、
東
条
文
化
会
館

の
維
持
管
理
関
係
が
全
て
終
わ

っ
て
い
る
。
日
本
木
管
コ
ン
ク

ー
ル
の
引
継
ぎ
も
終
え
て
お

り
、
３
月

１４
日
と

１７
日
に
最
終

的
な
引
継
ぎ
を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
】東
条
文
化
会
館
の
借
地
買

収
費
用
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

決
定
し
た
の
か
。

【
答
】こ
れ
ま
で
交
わ
し
て
い
た

借
地
契
約
書
も
不
動
産
鑑
定
士

に
提
供
し
、
鑑
定
評
価
を
依
頼

し
た
。
借
地
権
の
減
額
も
入
っ

て
お
り
、
東
条
地
域
で
の
取
引

事
例
の
単
価
よ
り
当
然
安
く
な

っ
て
い
る
。

【
問
】生
活
困
窮
者
の
就
労
準
備

支
援
事
業
は
具
体
的
に
ど
う
い

う
こ
と
を
支
援
す
る
の
か
。

【
答
】中
学
生
が
行
っ
て
い
る

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」

の
大
人
版
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
。
各
企
業
や
福
祉
施
設
等

に
お
い
て
で
き
る
作
業
を
１
週

間
単
位
で
行
う
こ
と
で
自
信
を

つ
け
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
就

労
の
準
備
と
し
て
日
常
生
活
を

整
え
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

【
問
】徘
徊
高
齢
者
の
介
護
支
援

事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
。

【
答
】Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
端
末
機
を
中
敷

き
の
下
に
組
み
込
ん
だ
「
靴
」

等
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助

す
る
。

　
反
対
討
論

■
病
院
事
業
会
計
に
お
い
て
、

資
金
繰
り
と
い
う
こ
と
で
、
３

億
円
貸
し
付
け
る
と
い
う
事
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
、
事
業
が
安

定
的
に
経
営
で
き
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
の
に
貸
し
付
け

る
事
は
、
単
な
る
赤
字
補
填
で

し
か
な
い
。
抜
本
的
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
に
、
貸

し
付
け
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
尾
）

■
３
億
円
を
一
気
に
貸
し
出
す

の
で
は
な
く
、
経
営
上
マ
イ
ナ

ス
が
出
た
時
に
は
、
補
正
と
い

う
形
で
そ
の
都
度
や
れ
ば
よ
い
。

最
初
か
ら
３
億
円
貸
し
付
け
る

こ
と
に
反
対
す
る
。
　（
二
階
）

　
賛
成
討
論

■
加
東
市
民
病
院
は
、
地
域
の

基
幹
病
院
で
あ
り
、
特
に
今
後

増
え
る
後
期
高
齢
者
の
た
め
に

は
、
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
３

億
円
の
貸
付
金
を
認
め
な
け
れ

ば
、
経
営
は
成
り
立
た
な
い
。

な
お
一
層
、
経
営
改
善
に
努
力

し
て
い
た
だ
き
、
末
永
く
こ
の

市
民
病
院
が
市
民
の
た
め
の
病

院
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
賛
成

す
る
。
　
　
　
　
　
　（
小
川
）

平
成
２８
年
度
、
病
院
事
業

会
計
予
算
に
関
し
て
は
、

賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の

会
計
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

５ 加東市 議会だより Ｎｏ.３７

過去最大の予算を可決過去最大の予算を可決過去最大の予算を可決
３８２億７，６７９万円（対前年度比６．６％増）

総

務

部

病
院
事
業
部

上
下
水
道
部

福

祉

部

教
育
委
員
会
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第 8 号議案
第16号議案
第33号議案
第43号議案
議 員 提 出
第 1 号

原案可決（賛成14反1）
原案可決（賛成11反4）
原案可決（賛成9反6）
原案可決（賛成14棄権1）

原案可決（賛成12反対3）

平成27年度加東市病院事業会計補正予算（第３号）
平成28年度加東市病院事業会計予算
加東市東条文化会館条例の一部を改正する条例制定の件
第2期加東市教育振興基本計画を定める件
加東市議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例制定の件

○
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棄

×
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○�
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○
○�
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○

○
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○

○
○�
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○

○
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○

×
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×�
○�

○

○
○�
○�
○�

○

○
○�
○�
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×

○
○�
○�
○�

×

○
×�
○�
○�

○

○
○�
○�
○�

○

議 　 案

大
畑
一
千
代

藤
浦
　
　
巧

長
谷
川
幹
雄

石
井
　
雅
彦

岸
本
眞
知
子

小
川
　
忠
市

小
紫
　
泰
良

磯
貝
　
邦
夫

藤
尾
　
　
潔

安
田
　
　
朗

長
谷
川
勝
己

桑
村
　
繁
則

山
本
　
通
廣

二
階
　
一
夫

井
上
　
茂
和

議決結果議案番号

第64回定例会　議決結果一覧 〇…賛成   ×…反対　欠…欠席   棄…棄権

議
　
　
長

　
瀬
　
俊
介

高耳

（賛否の分かれたもの）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

【
問
】
Ｂｉｏ
屋
上
で
の
コ
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
は
、
以
前
の
道
の
駅
構

想
か
ら
計
画
が
変
わ
っ
た
も
の

な
の
か
。

【
答
】構
想
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

社
会
実
験
と
し
て
Ｂｉｏ
周
辺
の
活

性
化
を
め
ざ
し
、
今
後
関
係
団

体
と
協
議
し
な
が
ら
行
っ
て
い

き
た
い
。

【
問
】毎
年
３
月
補
正
で
か
な
り

の
減
額
が
で
る
が
、
も
う
少
し

シ
ビ
ア
に
し
て
他
事
業
に
予
算

を
回
す
方
法
も
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
答
】今
後
、
予
算
の
見
積
も
り

に
つ
い
て
は
努
め
て
シ
ビ
ア
に

や
っ
て
い
き
た
い
。

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　（
第
３
号
）

【
問
】医
師
官
舎
の
売
却
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

【
答
】現
在
登
記
の
た
め
の
準
備

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
地
図

と
現
場
が
ず
れ
て
お
り
、
そ
の

調
整
に
手
間
取
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
地
権
者
と
の
調
整
を

し
て
い
く
。

【
問
】医
業
収
益
が
減
収
と
な
っ

て
い
る
が
し
っ
か
り
対
応
を
と

っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】院
内
各
部
署
の
管
理
者
会

議
で
協
議
し
、
経
費
の
削
減
等

に
努
め
て
い
き
た
い
。

加
東
市
委
員
会
委
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
の
一
部
改
正

 

改
正
理
由 

市
の
契
約
に
お
け

る
選
定
の
折
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
。

 

改
正
内
容 

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
委
員
会
の
委
員
報
酬
を
日
額

８
千
円
と
定
め
る
。

 

施
行
日 

平
成
２８
年
４
月
１
日

【
問
】今
回
新
た
に
委
員
会
を
設

置
し
た
理
由
は
。

【
答
】こ
れ
ま
で
は
内
部
の
職
員

で
行
っ
て
い
た
が
、
事
業
の
高

度
化
に
対
応
す
る
た
め
専
門
知

識
を
有
す
る
者
が
必
要
と
考
え

た
た
め
。

市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正

 

改
正
理
由 

多
子
世
帯
・
ひ
と

り
親
世
帯
の
保
育
料
を
減
額
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
は
か
る

た
め
。

 

改
正
内
容 

市
民
税
所
得
割
額

が
７
万
７
１
０
０
円
以
下
の
世

帯
は
、
多
子
計
算
の
年
齢
制
限

を
撤
廃
し
、
第
２
子
を
半
額
、

第
３
子
以
降
を
無
料
と
し
、
そ

の
う
ち
、
ひ
と
り
親
の
世
帯
は

第
１
子
を
半
額
、
第
２
子
以
降

を
無
料
と
す
る
。

 

施
行
日 

平
成
２８
年
４
月
１
日�

東
条
文
化
会
館
条
例
の
一
部
改

正
 

改
正
理
由 

使
用
料
の
減
免
に

関
し
て
、
や
し
ろ
国
際
学
習
塾

と
滝
野
文
化
会
館
の
減
免
規
定

に
合
わ
せ
る
た
め
。

 

施
行
日 
平
成
２８
年
４
月
１
日

 

反
対
討
論

　
減
免
割
合
が
あ
い
ま
い
で
市

民
が
混
乱
し
、
市
の
責
任
あ
る

条
例
で
は
な
い
た
め
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
尾
）

 

賛
成
討
論

　
今
回
の
議
案
は
条
例
の
関
係

だ
け
で
あ
り
、
市
の
会
館
の
規

定
を
統
一
す
る
こ
と
に
賛
成
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　（
大
畑
）

賛
成
多
数
で
可
決

各
会
計
補
正
予
算
・
条
例
改
正

 
 
 
 
　
　
　
　
　
　

Bio
に
コ
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
・
保
育
料
改
正

平成27年度　各会計補正予算

北はりま消防組合負担金（加東消防署土地取得未執行分）△240,832千円等
社・滝野南小学校トイレ洋式化工事108,057千円、鴨川の郷食堂空調設備及び厨房換
気設備工事9,320千円等
一般被保険者医療費負担金54,000千円等
広域連合納付金△6,498千円、保険料還付金△1,100千円、還付加算金△140千円
居宅介護サービス給付費負担金△36,000千円、居宅介護予防サービス給付費△18,000千円等
ケアホームかとう賠償金105千円
ケアホームかとう一般管理費△7,419千円、訪問看護一般管理費△1,560千円等
給水収益△15,000千円等
施設等運転管理業務委託料△12,295千円、会計等事務委託料△7,560千円等
国庫補助金△14,551千円、一般会計出資金△7,514千円等
配水管整備事業△24,200千円、青野ヶ原演習場周辺施設助成事業△23,400千円等
長寿命化計画管路調査△2,538千円等
流域下水道維持管理負担金△12,480千円、長寿命化計画作成支援業務委託料△9,000千円等
公共下水道債△29,900千円、国庫補助金△10,212千円等
せせらぎ東条長寿命化実施設計書作成業務委託料△18,900千円等
入院収益△199,066千円、外来収益△79,481千円等
材料費△44,877千円、給与費△37,119千円、経費（光熱水費・賃借料・委託料等）△27,111千円等
医師官舎売却代金減△15,234千円、企業債△11,400千円
病院施設整備費△11,639千円、有形固定資産購入費△5,037千円

△487,653

108,025

58,310
△7,738

△69,852
105

△9,079
△16,756
△25,963
△24,887
△94,332
△3,053

△34,779
△55,250
△61,076

△331,010
△110,412

△26,634
△16,676

一般会計（７号）

一般会計（８号）

国民健康保険（２号）�
後期高齢者医療（２号）�
介護保険保険事業（３号）
介護保険サービス事業（３号）
介護保険サービス事業（４号）

会 計 種 別 主 な 内 容補正額
19,012,405

19,120,430

4,635,491
408,900

3,277,673
398,151
389,072

1,497,691
1,323,351

66,622
565,247

2,061,606
2,117,596

991,022
1,575,644
1,749,397
2,069,901

206,911
245,322

補正後の額

水 道 事 業
  （第３号）

下水道事業
  （第3号）

病 院 事 業
  （第3号）

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

（単位：千円）

特
別
会
計

企

業

会

計



20人11人

18人

21人

2人
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平
成

２８
年
２
月
５
日
（
金
）

　
　

１９
時
〜

２１
時

社
地
域
（
三
草
小
学
校
区
）

　
　
　
　
　
　
上
三
草
公
民
館

 

平
成

２８
年
２
月
５
日
（
金
）

　
　

１９
時
〜

２１
時

東
条
地
域
（
東
条
東
小
学
校
区
）

　
　
　
　
　
　
　
と
ど
ろ
き
荘

平
成

２８
年
２
月
６
日
（
土
）

　
　

１９
時
〜

２１
時

社
地
域
（
福
田
小
学
校
区
）

沢
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

平
成

２８
年
２
月
６
日
（
土
）

　
　

１９
時
〜

２１
時

滝
野
地
域
（
滝
野
東
小
学
校
区
）

　
　
　
　
新
町
研
修
セ
ン
タ
ー

平
成

２８
年
２
月

１３
日
（
土
）

　
　

１９
時
〜

２１
時

社
地
域
（
米
田
小
学
校
区
）

　
　
　
　
　
　
上
久
米
公
民
館

　

 

普
通
救
命
講
習

　
平
成

２８
年
３
月

２５
日
（
金
）

平
成

２８
年
２
月

１１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

１３
時
〜

　
加
東
市
議
会
議
員
チ
ー
ム
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
記
事
訂
正
に
つ
い
て

　
　
　（
お
詫
び
）

　
平
成

２８
年
２
月
１
日
発
行

の
加
東
市
議
会
だ
よ
り
（

３６
号
）

の
１１
ペ
ー
ジ
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
の

記
事
に
お
い
て
、
左
記
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１１
ペ
ー
ジ
上
か
ら
２
段
目

　
誤

【
利
用
料
金
】

・
１
号
＝
住
所
地
の
幼
稚
園
利

　
用
料
（
給
食
費
等
別
）

・
２
・
３
号
＝
住
所
地
の
保
育

　
所
利
用
料
（
給
食
費
等
別
）

　
正

【
利
用
料
金
】

・
１
号
＝
住
所
地
の
幼
稚
園
利

　
用
料
（
給
食
費
等
別
）

・
２
・
３
号
＝
住
所
地
の
保
育

　
所
利
用
料
（
給
食
費
等
込
）

　
記
事
作
成
に
お
い
て
、

不
手
際
が
あ
り
ま
し
た
こ
と

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会（
養
父
市
視
察
）

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

北
播
磨
清
掃
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

議
会
広
報
委
員
会

全
員
協
議
会

第
９
回
議
会
報
告
会（
東
条
東
・
三
草
）

第
９
回
議
会
報
告
会（
滝
野
東
・
福
田
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

第
９
回
議
会
報
告
会（
米
田
）

議
会
運
営
委
員
会

静
岡
県
清
水
町
行
政
視
察
御
来
庁

北
播
磨
清
掃
事
務
組
合
議
会
定
例
会

北
播
磨
衛
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会

北
は
り
ま
消
防
組
合
議
会
定
例
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

小
野
加
東
加
西
環
境
施
設
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
定
例
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合
定
例
会

北
播
磨
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
事
務
組
合
定
例
議
会

小
野
加
東
広
域
事
務
組
合
議
会
定
例
会

第
６４
回
定
例
会（
１
日
目
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会（
１
日
目
）

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会（
２
日
目
）

予
算
特
別
委
員
会（
３
日
目
）

公
共
施
設
適
正
化
検
討
特
別
委
員
会

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

第
６４
回
定
例
会（
２
日
目
）

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

第
６４
回
定
例
会（
３
日
目
）

全
員
協
議
会

議
員
研
修（
普
通
救
命
講
習
）

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

1
月

６
日

１３
日

１８
日

１９
日

２０
日

２２
日

2
月

２
日

５
日

６
日

１２
日

１２
日

１３
日

１６
日

１６
日

１６
日

１９
日

１９
日

２２
日

２３
日

２４
日

２４
日

２５
日

２５
日

２６
日

２６
日

3
月

１
日

２
日

３
日

４
日

７
日

７
日

８
日

９
日

１５
日

１６
日

１８
日

１８
日

１８
日

２２
日

２３
日

２５
日

２５
日

２５
日

２５
日

３１
日

《
主
な
も
の
》

議
会
日
誌

2015

か
と
う
手
話
フ
ェ
ス
タ

第10回 議会報告会第10回 議会報告会第10回 議会報告会第10回 議会報告会

と　き
ところ

一部

二部

議会報告
「平成 28 年度 予算について」
意見交換会

「加東市の子育て、教育について」

5月14日（土） 14時～16時
社福祉センター2階 レクリエーション室



山国公共用地の今の風景

養父市庁舎にて

 

付
託
議
案
審
査

加
東
市
行
政
不
服
審
査
法
施
行

条
例
の
制
定

制
定
理
由
＝
新
た
な
行
政
不
服

審
査
法
（
新
法
）
の
施
行
に
伴

い
必
要
事
項
を
規
定
す
る
条
例

を
制
定

制
定
内
容
＝
新
法
に
基
づ
く
審

査
請
求
を
処
理
す
る
た
め
行
政

不
服
審
査
会
を
設
置
し
、
情
報

公
開
条
例
及
び
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
く
審
査
請
求
も
こ

の
審
査
会
で
処
理
す
る
こ
と
と

す
る
。

【
問
】審
査
会
の
委
員
構
成
は
。

【
答
】法
律
や
行
政
に
関
し
優
れ

た
識
見
を
有
す
る
者
と
し
て
大

学
教
授
・
弁
護
士
・
税
理
士
・

行
政
書
士
・
人
権
擁
護
委
員
各

１
名
を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
】一
般
の
方
の
公
募
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

【
答
】審
査
が
専
門
性
を
有
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
審
査
会

自
体
が
第
三
者
機
関
で
あ
る
こ

と
か
ら
一
般
の
方
の
選
任
は
考

え
て
い
な
い
。

全
会
一
致
で
委
員
会
可
決

第
２
期
加
東
市
教
育
振
興
基
本

計
画
の
策
定

　
教
育
基
本
法
に
よ
り
国
の
計

画
を
参
酌
し
策
定
す
る
も
の
で
、

第
１
期
計
画
と
同
様
「
人
間
力

の
育
成
」
〜
学
び
か
ら
新
し
い

自
分
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
す
加
東
市
に
！
〜
を
基
本

理
念
と
し
、「
小
中
一
貫
教
育

を
と
お
し
て
自
立
し
た
子
ど
も

を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
」
な

ど
５
項
目
の
基
本
方
針
と
方
針

ご
と
に
基
本
的
方
向
を
定
め
て

い
る
。
ま
た
、
策
定
に
当
た
っ

て
は
大
学
教
授
・
教
育
委
員
・

社
会
教
育
関
係
者
・
小
学
校
長
・

中
学
校
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
公
募
委

員
な
ど

１３
名
で
構
成
す
る
策
定

委
員
会
を
設
置
し
検
討
し
た
ほ

か
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
。

【
問
】パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

意
見
は
あ
っ
た
の
か
。

【
答
】実
施
し
た
が
意
見
は
な
か

っ
た
。

【
問
】加
東
市
出
身
の
画
家
、
三

木
翠
山
な
ど
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
答
】有
名
な
方
を
掘
り
起
こ
し

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

全
会
一
致
（
大
畑
委
員
は
退
席
）

　
　
　
　
　  

で
委
員
会
可
決

 

所
管
事
務
調
査

　
１
月
１３
日
、
養
父
市
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
と
公
共
交
通
の
取
組

を
視
察

　
養
父
市
（
４
２
２
・

９
１
㎡

２
万
５
３
０
０
人
）
は
、

１０
年

前
の
合
併
時

１５
小
・
５
中
を
９

小
・
４
中
（
児
童
生
徒
数
は
２

５
７
０
人
か
ら
１
８
５
２
人
に

減
少
）
へ
と
統
合
を
進
め
、
通

学
距
離
が
２
㎞
を
超
え
る
児
童

生
徒
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

（
７
０
８
０
万
円
）、
コ
ミ
バ
ス

（
３
６
１
０
万
円
）
や
路
線
バ

ス
乗
車
費
用
の
全
額
補
助
、
距

離
に
応
じ
た
自
転
車
通
学
費
用

の
助
成
な
ど
総
額
１
億
１
７
０

０
万
円
を
費
や
し
て
お
り
、「
何

と
し
て
も
人
口
減
少
を
食
い
止

め
た
い
」
と
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

　
加
東
市
と
し
て
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
兼
用
の
コ
ミ
バ
ス
・
オ

ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
自
家
用
有

償
運
送
な
ど
選
択
肢
が
多
く
あ

る
中
で
、
財
源
の
確
保
を
前
提

と
し
た
持
続
可
能
な
交
通
施
策

が
重
要
課
題
で
あ
る
。

山
国
公
共
施
設
用
地
の
取
得

　
嬉
野
公
民
研
修
所
跡
地
（
市

所
有
）
の
有
効
利
用
の
た
め
、

周
辺
民
有
地
（
実
測
８
４
９
４
・

３
６
㎡
）
を
買
収
し
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
周
辺
の
一

体
的
な
整
備
を
図
る
も
の
。

　
今
後
、
公
図
の
訂
正
や
税
務

署
と
の
事
前
協
議
、
買
収
交
渉

を
行
い
平
成

２８
年
中
に
取
得
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
取
得
後
は
災
害
時
の
避
難
場

所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
多
機

能
型
空
間
を
整
備
す
る
。

【
問
】境
界
立
会
い
も
さ
れ
実
測

も
済
ん
で
い
る
の
に
地
積
更
正

登
記
は
必
要
な
の
か
。

【
答
】市
が
取
得
す
る
こ
と
で
も

あ
り
、
公
簿
面
積
は
現
況
に
合

わ
せ
る
の
が
適
切
と
考
え
て
い

る
。

【
問
】取
得
目
的
を
は
っ
き
り
さ

せ
な
い
と
税
務
署
と
の
特
別
控

除
に
関
す
る
事
前
協
議
は
で
き

な
い
の
で
は
。

【
答
】今
回
、
取
得
し
よ
う
と
す

る
土
地
に
建
物
を
建
築
す
る
計

画
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
そ
う

い
う
状
況
の
中
で
税
務
署
と
も

相
談
し
て
い
る
。

８加東市 議会だより Ｎｏ.３７

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委 員 会 報 告

み

き  

す
い 

ざ
ん

し
き  

け
ん



社中学校の周辺

慶北大学校附属中学の授業風景

コスミックホール周辺

キョンブク

小
中
一
貫
教
育
に
関
す
る
調
査

　
２
月

１２
日
、
小
中
一
貫
教
育

推
進
協
議
会
及
び
同
研
究
会
に

お
け
る
協
議
状
況
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
教
育
委
員
会
は
、

設
置
場
所
は
社
・
滝
野
地
域
は

そ
れ
ぞ
れ
現
中
学
校
周
辺
、
東

条
地
域
は
東
条
文
化
会
館
周
辺

を
適
地
と
し
、
開
校
時
期
は
東

条
地
域
平
成

３３
年
度
、
社
地
域

平
成

３６
年
度
、
滝
野
地
域
平
成

３９
年
度
、
施
設
形
態
は
一
体
型

校
舎
と
す
る
整
備
方
針
を
ま
と

め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
予
定

と
し
て
、
推
進
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
を
母
体
と
し
た
「
開
校
準

備
委
員
会
」
を
、
先
行
す
る
東

条
地
域
に
つ
い
て
平
成

２８
年
度

に
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
３
月
２
日
に
は
、
小

中
一
貫
教
育
研
究
会
の
最
終
報

告
書
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

【
問
】東
条
地
域
に
つ
い
て
、
文

化
会
館
周
辺
で
用
地
が
確
保
で

き
る
の
か
。
校
舎
を
高
層
化
す

る
の
か
。
予
定
地
を
図
面
で
提

出
で
き
な
い
か
。

【
答
】小
学
校
は
３
階
ま
で
、
中

学
校
は
４
階
ま
で
の
基
準
内
で

整
備
す
る
。
今
後
、
地
権
者
と

の
交
渉
も
あ
る
の
で
詳
し
い
図

面
は
出
せ
な
い
が
、
エ
リ
ア
的

な
も
の
は
示
し
て
い
く
。

【
問
】社
地
域
も
一
体
型
で
整
備

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
校
舎

を
取
り
壊
す
の
か
、
う
ま
く
利

用
し
て
の
一
体
型
か
。

【
答
】市
の
財
政
面
も
考
慮
し
な

が
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】整
備
に
は
大
き
な
財
源
が

必
要
に
な
る
が
、
ど
う
す
る
の

か
。

【
答
】東
条
地
域
は
合
併
特
例
債

が
活
用
で
き
る
。
社
・
滝
野
地

域
に
つ
い
て
は
国
庫
補
助
２
分

の
１
と
有
利
な
交
付
税
措
置
が

あ
る
学
校
教
育
施
設
整
備
事
業

債
を
充
て
る
予
定
。

【
問
】設
置
場
所
に
つ
い
て
、「
社

会
教
育
施
設
を
利
用
で
き
る
環

境
を
考
慮
し
て
」
と
あ
る
が
、

こ
の
意
味
は
。

【
答
】例
え
ば
東
条
地
域
で
あ
れ

ば
コ
ス
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
の
卒

業
式
や
音
楽
会
に
も
活
用
で
き

る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
表
現
と
し
て
い

る
。

【
問
】社
中
学
校
周
辺
で
開
発
が

進
ん
で
い
る
が
、
早
め
に
措
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】周
辺
の
動
き
に
は
注
目
し
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

教
員
海
外
（
韓
国
大
邱
教
育
大

学
他
）
視
察
研
修
に
つ
い
て

　
昨
年

１１
月

２６
日
か
ら

２８
日
ま

で
の
３
日
間
、
校
長
３
名
、
事

務
局
３
名
を
含
む
計

１６
名
を
、

国
際
的
な
視
点
を
鑑
み
た
教
育

の
推
進
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
し
た
教
育
を
強
化
す
る
た

め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
外
国
語
教

育
等
に
先
進
的
に
取
り
組
む
韓

国
へ
派
遣
し
た
。

　
帰
国
後
に
は
６
小
中
学
校
に

お
い
て
視
察
し
た
内
容
を
取
り

入
れ
た
授
業
研
究
会
・
報
告
会

を
実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、
ま

と
め
ら
れ
た
報
告
書
を
各
学
校

で
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
問
】韓
国
へ
の
教
員
派
遣
は
継

続
し
て
実
施
す
る
の
か
。

【
答
】韓
国
の
現
職
教
員
と
の
意

見
交
換
で
共
感
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
更
に
も
っ
と
見
た
い
と

い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。
来

年
度
も
も
う
一
度
行
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
問
】国
内
で
は
無
理
だ
と
い
う

こ
と
か
。

【
答
】国
内
の
教
育
は
学
習
指
導

要
領
に
準
拠
し
て
い
る
た
め
大

き
く
変
わ
ら
な
い
。
教
育
に
対

す
る
根
本
的
な
考
え
方
の
違
い
、

例
え
ば
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
将
来
の
自
立
に

必
要
だ
と
し
た
う
え
で
の
授
業

の
あ
り
方
な
ど
が
非
常
に
参
考

に
な
っ
た
の
で
、
も
う
一
度
韓

国
を
視
察
し
た
い
。

【
問
】今
後
、
小
中
一
貫
教
育
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
韓
国
と
同

じ
よ
う
な
教
育
を
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
教
育
特
区
制
度
を
視
野

に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

【
答
】小
中
一
貫
教
育
で
は
、
法

改
正
に
よ
り
教
育
特
区
制
度
を

と
ら
な
く
て
も
特
色
あ
る
教
育

課
程
の
編
成
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
加
東
市
な
ら
で

は
の
教
育
と
し
て
、
英
語
と
ふ

る
さ
と
学
習
の
教
材
を
大
切
に

し
た
教
育
を
進
め
た
い
。
特
に

英
語
の
視
点
で
は
韓
国
・
大
邱

教
育
委
員
会
の
施
策
は
非
常
に

参
考
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

第
３
次
定
員
適
正
化
計
画

　
市
は
、
第
２
次
計
画
の
検
証

と
現
状
分
析
、
今
後
予
想
さ
れ

る
課
題
等
を
踏
ま
え
、
①
事
務

の
外
部
委
託
の
活
用
な
ど
行
財

政
改
革
の
推
進
②
効
率
的
な
職

員
採
用
と
そ
の
任
用
な
ど
計
画

的
な
人
員
確
保
③
人
材
育
成
基

本
方
針
や
女
性
管
理
職
の
登
用

な
ど
職
員
の
人
材
育
成
④
係
長

制
度
の
導
入
な
ど
人
事
制
度
の

改
革
⑤
職
種
転
換
の
制
度
化
な

ど
職
種
構
成
の
検
討
⑥
柔
軟
な

勤
務
形
態
の
検
討
や
時
間
外
勤

務
の
改
善
な
ど
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
⑦
職
員
の
健

康
管
理
を
重
点
項
目
と
し
た
第

３
次
定
員
適
正
化
計
画
を
ま
と

め
た
。

　
そ
し
て
、
病
院
事
業
部
を
除

く
職
員
数
（
保
健
師
等
の
医
療

技
術
職
・
福
祉
職
・
教
育
職
を

含
む
）
の
目
標
数
値
を
、
第
２

次
計
画
に
２
人
増
の
３
２
７
人

と
し
て
い
る
。

【
問
】加
東
市
は
類
似
団
体
の
中

で
も
職
員
数
が
少
な
い
状
況
。

仕
事
量
が
重
く
な
り
す
ぎ
て
い

な
い
か
。

【
答
】第
２
次
計
画
で
は
考
慮
し

て
い
な
か
っ
た
育
児
休
暇
や
病

気
休
暇
も
今
回
は
カ
ウ
ン
ト
し

て
目
標
値
を
示
し
て
い
る
。

【
問
】休
暇
の
取
得
率
が
低
下
し

て
い
る
が
。

【
答
】本
来
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
は
な
く
用
事
が
あ
る
か

ら
休
む
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

業
務
量
の
多
さ
な
ど
休
む
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
の
も
一
つ
の

要
因
と
考
え
る
。

９ 加東市 議会だより Ｎｏ.３７
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グ



新認定こども園 平面図

最 大 利 用 見 込 み 人 数 概 算 事 業 費 と 財 源 内 訳

保育利用

教育利用

合計

０歳児

25人

－�

25人

30人

－�

30人

40人

－�

40人

45人

25人�

70人

45人

25人

70人

45人

25人

70人

230人

75人�

305人

1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 委託料（設計等）　　　　　　　57,000千円

工事費（造成・建築）　　　　　887,000千円

　合　　計　　　　　　　 約944,000千円

合併特例債　　　　　　　約890,000千円

一般財源　　　　　　　　  約54,000千円

 

付
託
議
案
審
査

加
東
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る
条

例
制
定

 
制
定
理
由 

市
が
設
置
す
る
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
条
例
制
定
。

 

内
容
（
概
要
） 
現
在
、
市
役

所
生
活
課
に
設
置
し
て
い
る
「
加

東
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
を

「
加
東
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」

と
し
、
そ
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
事
項
を
定
め
る
。

な
お
、
設
置
場
所
、
相
談
日
、

開
所
時
間
及
び
人
員
配
置
等
の

体
制
に
変
更
は
な
い
。

【
問
】消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
設
置

は
義
務
か
。

【
答
】消
費
者
安
全
法
で
規
定
さ

れ
て
い
る
が
努
力
義
務
で
あ
る
。

【
問
】現
在
実
施
し
て
い
る
出
張

相
談
は
ど
う
な
る
の
か
。

【
答
】こ
れ
ま
で
と
同
様
に
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
。

※
毎
月
第
３
火
曜
日

　
１３
時

３０
分
〜

１７
時

　「
や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　   

パ
ー
ク
Ｂｉｏ
」
２
階

【
問
】市
職
員
に
も
資
格
を
取
得

さ
せ
て
専
門
性
を
持
た
せ
る
考

え
は
な
い
か
。

【
答
】組
織
と
し
て
は
現
在
の
専

門
員
で
対
応
は
可
能
と
考
え
て

い
る
が
、
職
員
に
は
自
己
研
さ

ん
を
求
め
て
い
る
。

【
問
】週
２
日
の
専
門
員
配
置
で

対
応
で
き
る
の
か
。

【
答
】対
応
で
き
て
い
る
。
残
り

の
３
日
は
小
野
市
に
勤
め
て
お

り
、
電
話
・
ネ
ッ
ト
等
で
随
時

相
談
で
き
る
体
制
で
あ
る
。

 

意
見 

市
の
こ
れ
ま
で
の
答
弁

の
中
で
「
相
談
が
解
決
に
至
っ

た
か
は
確
認
で
き
な
い
。」
と

あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
相
談
に

対
し
解
決
ま
で
に
こ
だ
わ
っ
た

組
織
体
制
と
し
て
欲
し
い
。

全
会
一
致
で
委
員
会
可
決

 

所
管
事
務
調
査

新
設
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

【
整
備
目
的
】少
子
化
時
代
を
迎

え
る
に
あ
た
り
公
立
・
私
立
の

現
在
あ
る
す
べ
て
の
保
育
所
・

幼
稚
園
等
が
現
状
通
り
の
定
員

を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
る
。
ま
た
、
通
常
の
教
育
・

保
育
業
務
は
私
立
施
設
に
委
ね

る
こ
と
も
可
能
と
考
え
る
が
、

私
立
施
設
で
の
実
施
が
期
待
し

に
く
い
休
日
、
夜
間
、
障
害
児

保
育
等
に
つ
い
て
は
公
立
施
設

で
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
格
的
な
少
子
化
社
会
を
見
据

え
公
立
こ
ど
も
園
を
集
約
し
て

定
員
の
増
減
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
。
ま
た
、
将
来
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
就
学
前

教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
た
め

新
た
な
「
公
立
認
定
こ
ど
も
園
」

を
建
設
す
る
。

【
建
設
場
所
】山
国
地
区
内
の
通

称
「
学
園
道
路
」
に
面
し
た
嬉

野
公
民
研
修
所
跡
地
。

【
供
用
開
始
】平
成

３１
年
４
月
（
予

定
）。

【
園
舎
概
要
】鉄
骨
造
・
平
屋
建

て
。
延
床
面
積
約
２
７
６
０
㎡
。

【
そ
の
他
】園
庭
面
積
約
２
２
８

０
㎡
。
屋
外
プ
ー
ル
（
大
小
）、

屋
外
遊
具
、
砂
場
等
。
駐
車
場

は
防
災
公
園
と
兼
用
と
し
、
面

積
約
３
５
０
０
㎡
。

【
問
】新
た
に
夜
間
保
育
を
実
施

す
る
の
か
。

【
答
】決
定
で
は
な
い
が
民
間
で

の
実
施
が
難
し
い
事
業
に
つ
い

て
は
市
が
す
べ
き
課
題
と
捉
え

て
い
る
。

【
問
】交
通
渋
滞
対
策
は
。

【
答
】右
折
レ
ー
ン
を
設
置
し
て

対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

１０加東市 議会だより Ｎｏ.３７

～ 少子化時代を見据え　社・三草・米田認定こども園を集約 ～



コテージ現地調査

コテージ塗装の工事年次計画

実施年度 塗装工事コテージ 事業費

25年度

26年度

27年度

28年度以降

108棟・109棟

105棟・106棟・107棟

101棟・102棟・103棟・104棟

28年度：調査・設計費　6,000千円（予算）
29年度：補修工事費　30,000千円（予算）

2,835千円

3,834千円

4,800千円（予算）

空き家対策の進め方（イメージ）

実態調査

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

協議会 外部有識者・市民・議員等で構成する
協議会の設置・運営

現地調査・
アンケート

庁内検討会議の運営

条例に基づく助言・指導

空き家バンクの運営

計画に基づく行政指導

計画に基づく施策の実施

空き家リノベーション

実態調査を踏まえて協議会の
意見を聴き、市が策定

庁内検討会議

計画策定

空き家対策
管理不全な空き家対策

適正管理・有効活用

空き家リノベーション

加
東
市
の
空
き
家
等
対
策
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

【
取
り
組
み
の
背
景
】近
年
、
家

族
形
態
等
の
変
化
か
ら
空
き
家

が
増
加
し
、
そ
の
問
題
は
深
刻

化
し
て
い
る
。

　
国
は
空
き
家
等
の
対
策
に
は

住
民
に
最
も
身
近
な
市
町
村
が

主
体
的
に
取
り
組
む
方
針
を
示

し
た
。
市
で
は
、「
空
き
家
対

策
条
例
」、「
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」
を
制
定
し
、
規
制
と
活
用

の
両
面
か
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
ま
た
、
策
定
中
の
「
か
と
う

未
来
総
合
戦
略
」
に
空
き
家
等

の
利
活
用
に
関
す
る
取
り
組
み

を
掲
げ
て
お
り
、
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
前
提
】空
き
家
は
個
人
等
の
所

有
物
で
あ
り
自
己
責
任
に
て
適

正
に
管
理
す
る
こ
と
が
原
則
。

【
取
り
組
み
内
容
】

■
市
内
全
域
で
の
空
き
家
の
実

　
態
調
査

■
所
有
者
へ
の
利
活
用
等
に
対

　
す
る
意
向
調
査

■
協
議
会
の
設
置
・
運
営
（
外

　
部
の
有
識
者
・
地
域
住
民
・

　
議
員
等
で
構
成
）

■
庁
舎
内
検
討
会
議
の
運
営

■
実
態
調
査
や
意
向
調
査
を
踏

　
ま
え
て
対
策
計
画
を
策
定
。

■
条
例
等
の
改
正

【
問
】市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
お
い
て
情
報
提
供
件
数
１９

件
中
１０
件
が
「
助
言
」
で
改
善

し
て
い
る
が
、
今
後
「
指
導
」

に
及
ぶ
物
件
は
あ
る
か
。

【
答
】現
在
、
地
区
区
長
や
役
員

か
ら
繰
り
返
し
「
助
言
」
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
市
の
「
指

導
」
に
及
ぶ
物
件
は
な
い
。

【
問
】今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
内
全
域
の
実
態
調
査
に
つ
い

て
は
評
価
し
た
い
が
、
危
険
で

な
い
家
屋
も
調
査
す
る
の
か
。

【
答
】有
効
活
用
す
べ
き
空
き
家

と
管
理
不
全
の
空
き
家
の
両
方

で
調
査
し
、
施
策
展
開
の
デ
ー

タ
と
し
た
い
。

【
問
】他
市
の
空
き
家
の
活
用
に

お
い
て
は
、
民
間
の
不
動
産
事

業
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
。

【
答
】先
進
地
の
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
取
り
組
む
。

【
問
】市
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

の
登
録
件
数
が
０
件
だ
が
そ
の

要
因
は
。

【
答
】バ
ン
ク
へ
の
相
談
は
数
件

あ
っ
た
が
、
登
録
ま
で
は
至
ら

な
か
っ
た
。

【
問
】計
画
策
定
前
に
も
で
き
る

こ
と
は
進
め
て
は
。

【
答
】有
効
活
用
等
は
で
き
る
限

り
進
め
た
い
。

や
し
ろ
鴨
川
の
郷
コ
テ
ー
ジ
塗

装
工
事
に
つ
い
て
（
現
地
調
査
）

【
概
要
】３
か
年
次
計
画
に
よ
り

９
棟
の
塗
装
工
事
を
完
了
す
べ

く
平
成

２７
年
度
は
、
残
り
４
棟

の
塗
装
費
用
を
当
初
予
算
で
計

上
し
た
。
調
査
の
結
果
、
経
年

劣
化
に
よ
る
深
刻
な
腐
食
被
害

の
状
況
が
判
明
し
た
。

　
こ
の
際
、
全
棟
の
現
在
の
状

況
を
十
分
に
調
査
の
上
、
計
画

的
に
修
繕
工
事
を
実
施
す
べ
き

と
判
断
し
、
平
成

２７
年
度
の
予

算
執
行
を
見
送
る
。
今
後
は
、

平
成

２８
年
度
で
全
棟
の
詳
細
調

査
を
行
い
、
平
成

２９
年
度
で
補

修
工
事
を
実
施
予
定
。

【
問
】木
造
は
年
々
朽
ち
る
が
、

見
極
め
時
期
と
次
へ
の
方
針
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】施
設
全
体
で
年
間
１
万
４

千
人
の
利
用
が
あ
り
簡
単
に
廃

止
の
判
断
は
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
施
設
の
老
朽
化
で
魅

力
が
低
下
し
利
用
率
が
下
が
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
、

事
業
計
画
や
使
い
方
の
策
を
検

討
し
た
う
え
で
、
必
要
な
施
設

更
新
を
検
討
す
る
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
時
期
を
見
定
め
て

事
業
規
模
の
縮
小
、
取
り
壊
し

も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

１１ 加東市 議会だより Ｎｏ.３７

～ 市内全域実態調査・所有者の意向調査・協議会の設置等 ～



「加東市のふるさと納税の状況」

現在の小野藍本線

年 度

20年度

21年度

22年度

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

（H28.2末）

件 数

10件

7件

5件

8件

30件

360件

761件

538件

金 額 （円）

2,555,000

12,305,000

7,035,000

1,711,299

4,215,000

7,170,000

10,636,000

9,477,000

１２加東市 議会だより Ｎｏ.３７

　
　「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
７
年
が
経
過
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
傾
向
を
分
析
し
、
新

た
な
お
礼
の
方
法
を
検
討
す
る
な

ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を
入
れ

る
こ
と
で
自
主
財
源
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
加
東
市
の
魅
力
を
発

信
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
平
成

２５
年
度
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
導
入
を
契
機
に
寄
付
件
数
が

急
増
し
た
。
希
望
の
返
礼
品
は
、

日
本
酒
が
一
番
多
く
、
次
い
で
お

米
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
リ
ピ

ー
ト
率
も
平
成

２７
年
度
で

２８
・

１

％
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
加
東

市
の
特
産
品
の
魅
力
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
と
推
測
す
る
。

　
今
後
は
、
返
礼
品
に
ゴ
ル
フ
場

や
観
光
施
設
な
ど
の
利
用
券
を
検

討
し
た
り
、
夏
祭
り
へ
の
協
賛
な

ど
、
寄
付
金
が
使
わ
れ
た
具
体
的

な
事
業
名
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
。
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
通
し
て
加
東
市
内
の
各
種
団

体
へ
の
支
援
な
ど
の
仕
組
み
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

■
災
害
発
生
時
の
福
祉
避
難
所
に

　
つ
い
て

■
市
制

１０
周
年
迎
え
て
市
長
の
感

　
想
を
聞
く

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

小
川
忠
市
議
員

問答

　
　
女
性
活
躍
推
進
法
に
対
す
る

加
東
市
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　
行
動
計
画
を
４
月
に
公
表
す

る
た
め
策
定
中
で
あ
る
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
や
、
多
様
な

働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
、
育
児

休
業
、
男
性
の
育
児
休
暇
、
時
間

外
勤
務
の
縮
減
等
目
標
値
を
定
め

取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
は
職
員

の
意
識
改
革
及
び
職
員
の
働
き
や

す
い
環
境
整
備
も
必
要
と
考
え
て

い
る
。

○
東
条
地
域
内
の
小
野
藍
本
線
バ

イ
パ
ス
の
供
用
開
始
時
期
は
い
つ

頃
か

　
　
小
野
藍
本
線
バ
イ
パ
ス
の
掎

鹿
谷
地
内
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
県
道
小
野
藍
本
線
バ
イ
パ
ス

だ
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
地
権

者
及
び
県
、
市
と
と
も
に
鋭
意
相

続
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

供
用
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
県
か

ら
具
体
に
示
せ
る
段
階
で
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
。

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
　　
　

創
設
に
、加
東
市
政
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
　　
　

創
設
に
、加
東
市
政
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
　　
　

創
設
に
、加
東
市
政
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か

藤
浦
　
巧
議
員

問答問答

一 般 質 問
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消
防
団
員
の
優
遇
制
度
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
優
遇
制
度
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
優
遇
制
度
に
つ
い
て

加
東
市
の
農
業
に
つ
い
て

加
東
市
の
農
業
に
つ
い
て

加
東
市
の
農
業
に
つ
い
て

　
　
消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
と

な
る
住
民
防
災
組
織
で
あ
る
が
、

消
防
団
員
の
高
齢
化
や
消
防
団
員

の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
各
地
で
消
防
団
員
が
不
足
し
て

い
る
問
題
で
、
消
防
団
員
や
そ
の

家
族
が
利
用
し
た
店
の
割
引
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
消
防
団
応

援
事
業
や
、
学
生
の
就
職
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
学

生
が
消
防
団
員
と
し
て
消
防
団
活

動
を
行
っ
た
功
績
を
認
証
し
「
学

生
消
防
団
活
動
認
証
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
て
企
業
等
に
提
出
す

る
な
ど
の
事
業
が
あ
る
。

　
加
東
市
も
将
来
の
地
域
防
災
の

中
核
を
担
う
人
材
の
確
保
を
目
的

と
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
加
東
市
消
防
団
で
も
、
近
年

は
団
員
数
の
減
少
や
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
団
員
の
増
加
に
よ
る
災
害
時
の

出
動
人
員
の
減
少
、
団
員
の
高
齢

化
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

消
防
団
員
は
減
少
傾
向
で
あ
る
た

め
、
今
後
の
地
域
防
災
体
制
と
消

防
団
の
役
割
、
消
防
団
制
度
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
に
、
「
加
東
市
消
防
団
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
平
成

２７年
３

月
に
設
置
し
た
。
意
見
は
平
成

２７

年
度
末
に
取
り
ま
と
め
る
予
定
で

あ
る
。
消
防
団
に
対
す
る
優
遇
制

度
、
大
学
の
学
生
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
提
言
の
中
に

あ
り
、
早
期
対
応
が
可
能
な
案
を

優
先
的
に
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

■
平
成

２７
年
度
加
東
市
学
校
教
育

　
の
進
展
の
評
価
と
平
成

２８
年
度

　
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

小
紫
泰
良
議
員

問答

　
　
山
田
錦
の
作
付
け
に
制
限
が

あ
る
と
聞
く
が
、
加
東
市
に
お
け

る
本
年
の
生
産
目
標
数
量
は
。

　
　
Ｊ
Ａ
み
の
り
の
数
値
は
、
平

成
２７
年
が
５
万
２
０
４
４
俵
、
平

成
２８
年
は
５
万
４
３
２
１
俵
と
増

加
し
て
い
る
。

　
　
加
東
市
産
山
田
錦
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
「
勝
ち
残
る
」
た
め

に
は
、
更
な
る
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

が
必
要
。
こ
れ
に
有
効
な
色
彩
選

別
機
の
導
入
を
支
援
す
べ
き
。

　
　
特
産
振
興
に
特
化
し
た
支
援

強
化
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
も
協

議
し
て
い
く
。

　
　
色
彩
選
別
機
を
導
入
す
る
に

し
て
も
小
規
模
農
家
で
は
元
が
取

れ
な
い
。
や
は
り
集
落
営
農
組
織

化
や
農
地
の
集
積
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
今
後
の
農
業
生
産
の
維
持
向

上
に
は
集
落
営
農
の
組
織
化
を
中

心
に
取
り
組
み
を
進
め
つ
つ
、
若

い
世
代
の
就
農
促
進
、
ま
た
、
集

落
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
生

産
組
織
も
視
野
に
入
れ
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
加
東
市
の
農
業
の
現
状
や
課

題
、
将
来
の
目
標
、
農
林
業
セ
ン

サ
ス
の
結
果
も
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
公
表
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
基
本

的
構
想
、
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
、

水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
を
こ
の

た
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
も
資
料

を
作
成
し
て
公
表
し
た
い
。

○
選
挙
に
つ
い
て

　
　
共
通
投
票
所
設
置
や
期
日
前

投
票
の
時
間
拡
大
は
。

　
　
二
重
投
票
の
危
険
性
が
高
ま

る
こ
と
や
人
員
や
多
額
の
経
費
が

必
要
で
あ
り
実
施
し
な
い
。

大
畑
一
千
代
議
員

問答問問

問 問

答答

答答
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三草小でおこなわれた狂言
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　「
学
校
教
育
制
度
の
多
様
化

及
び
弾
力
化
を
推
進
す
る
た
め
、

現
行
の
小
中
学
校
に
加
え
小
学
校

か
ら
中
学
校
ま
で
の
義
務
教
育
を

一
貫
し
て
行
う
「
義
務
教
育
学
校
」

を
新
た
な
学
校
の
種
類
と
し
て
規

定
し
た
改
正
学
校
教
育
法
が
成
立

し
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成

３３
年
４
月
開
校
す
る
が
、
そ
こ
で

新
た
な
学
校
の
種
類
と
し
て
の
「
義

務
教
育
学
校
」
と
し
て
開
校
す
る

考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　
新
た
な
学
校
の
制
度
が
で
き

た
ば
か
り
で
あ
り
、
教
員
定
数
の

改
善
も
未
定
で
あ
る
た
め
、
国
、

県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
あ

ら
ゆ
る
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
積

極
的
研
究
を
進
め
、
加
東
市
な
ら

で
は
の
小
中
一
貫
校
の
開
校
を
進

め
て
い
く
。

　
　
義
務
教
育
９
年
間
の
学
び
を

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
仕
組
み
と

し
て
、
学
校
運
営
に
地
域
住
民
や

保
護
者
が
参
画
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
導
入
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

　
　
小
中
一
貫
校
の
開
校
後
は
、

「
学
校
運
営
懇
話
会
」
（
仮
称
）

を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
理
念
を
尊
重
し
つ
つ
、

当
該
校
の
「
応
援
団
」
と
し
て
の

機
能
を
担
っ
て
も
ら
う
。

そ
の
他
の
質
問

■
障
害
者
差
別

　
解
消
法
に
関

　
し
て

小
中
一
貫
教
育
に
関
し
て

小
中
一
貫
教
育
に
関
し
て

小
中
一
貫
教
育
に
関
し
て

小
中
一
貫
教
育
に
関
し
て

小
中
一
貫
教
育
に
関
し
て

問答

問答

　
　
狂
言
の
よ
う
な
伝
統
文
化
を

観
る
機
会
を
毎
年
取
り
組
ん
で
は
。

　
　
芸
能
文
化
を
は
じ
め
と
し
た

本
物
に
出
会
う
体
験
活
動
は
子
供

た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
感
動
を
呼

び
起
こ
す
こ
と
で
豊
か
な
感
性
を

育
む
貴
重
な
場
と
な
る
。

今
回
三
草
小
学
校
に
お
け
る
狂
言

に
つ
い
て
は
文
化
庁
主
催
の
学
校

巡
回
公
演
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ

り
そ
の
内
容
は
狂
言
や
オ
ペ
ラ
、

演
劇
、
落
語
と
な
っ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
平
成

２８
年
度
も
本
市

か
ら
７
つ
の
学
校
が
講
演
の
応
募

を
し
て
い
る
。
今
後
も
加
東
文
化

振
興
財
団
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

の
各
種
団
体
と
の
連
携
の
も
と
子

供
た
ち
の
感
動
を
呼
び
起
こ
す
貴

重
な
体
験
の
場
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

○
施
政
方
針
に
お
け
る
少
子
高
齢

化
に
つ
い
て

　
　
対
策
と
課
題
に
つ
い
て
。

　
　
施
政
方
針
で
ま
ち
の
活
力
と

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
推
進
、
教
育

関
係
の
充
実
、
幼
児
教
育
と
子
育

て
支
援
の
充
実
、
地
域
公
共
交
通

体
系
の
確
立
を
重
点
課
題
と
し
て

掲
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
草
小
学
校
の
　
　
　
　
　
　

狂
言
鑑
賞
に
つ
い
て

三
草
小
学
校
の
　
　
　
　
　
　

狂
言
鑑
賞
に
つ
い
て

三
草
小
学
校
の
　
　
　
　
　
　

狂
言
鑑
賞
に
つ
い
て

磯
貝
邦
夫
議
員

問答

問答

瀬
俊
介
議
員

高耳
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小
野
市
の
4
・
5
歳
児
　
　
　

保
育
料
無
償
化
に
関
す
る
　

市
の
見
解
に
つ
い
て

小
野
市
の
4
・
5
歳
児
　
　
　

保
育
料
無
償
化
に
関
す
る
　

市
の
見
解
に
つ
い
て

小
野
市
の
4
・
5
歳
児
　
　
　

保
育
料
無
償
化
に
関
す
る
　

市
の
見
解
に
つ
い
て

加
東
市
に
お
け
る
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
に
つ
い
て

加
東
市
に
お
け
る
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
に
つ
い
て

加
東
市
に
お
け
る
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
に
つ
い
て

　
　
小
野
市
が
今
年
度
か
ら
４
・

５
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
に
踏
み

切
っ
た
。
加
西
市
で
も
同
様
の
動

き
が
あ
り
、
三
木
市
で
は
来
年
度

か
ら
０
歳
児
か
ら
保
育
料
を
無
償

化
す
る
方
針
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

　
　
小
野
市
で
も
給
食
費
相
当
額

を
実
費
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
同
様
の
制
度
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
と
加
東
市
で
は
約
１
億

１
５
０
０
万
円
が
必
要
に
な
る
。

　
利
用
者
側
か
ら
見
る
と
、
一
番

多
い
第
五
階
層
の
方
で
一
人
に
つ

き
月
額
１
万
６
０
０
０
円
、
年
間

で
１９
万
２
０
０
０
円
の
違
い
が
出

て
く
る
。

　
加
東
市
で
も
保
育
料
の
軽
減
策

を
講
じ
て
お
り
、
国
基
準
に
対
し

て
昨
年
度
の

７４
％
か
ら

６７
％
に
下

が
っ
た
。
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
、
障
害
児
等
保
育
事
業
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
子
育
て
世
帯
を

加
東
市
に
ひ
き
つ
け
る
魅
力
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
る
。
他
市
が
す

る
か
ら
加
東
市
も
す
る
、
し
な
い

か
ら
し
な
い
、
と
い
う
考
え
で
は

な
く
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
は
原
則

受
益
者
負
担
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
総
合
的
な
子
育

て
支
援
施
策
で
メ
リ
ッ
ト
を
高
め

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

■
地
域
公
共
交
通
基
本
計
画
に
つ

　
い
て

■
社
地
域
小
中
一
貫
校
建
設
地
に

　
つ
い
て

■
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
と
協
議
体
に
つ
い
て

■
議
会
基
本
条
例
の
任
意
的
議
決

　
事
件
と
執
行
権
に
つ
い
て

藤
尾
　
潔
議
員

問答

　
　
国
土
強
靭
化
計
画
を
、
い
つ

頃
を
め
ど
に
策
定
す
る
の
か
。
ま

た
、
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
。

　
　
市
民
の
安
全
、
安
心
を
最
優

先
に
加
東
市
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
市

に
お
け
る
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
強

靭
化
計
画
と
の
調
整
を
図
り
、
近

隣
市
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
今
後

調
査
、
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
ま
ず
は
、
国
民
強
靭
化
に
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
の
現
状
と

課
題
は
。

　
　

９８
地
区
の
内
、
平
成

２７
年
度

は
７５
地
区
が
組
織
の
名
簿
を
提
出

さ
れ
訓
練
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

取
り
組
み
に
差
が
出
て
い
る
。
全

地
区
で
訓
練
を
実
施
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

　
　
災
害
時
に
役
立
つ
、
普
通
救

命
講
習
会
の
受
講
者
数
は
。

　
　
平
成

２７
年
度
は
５
６
６
人
の

方
が
受
講
さ
れ
て
い
る
。
消
防
署

は
毎
月
講
習
会
を
開
催
し
、
災
害

時
の
対
応
に
備
え
て
い
る
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
し
た
場
合
、

責
任
の
所
在
や
、
取
り
扱
い
が
難

し
い
。
市
と
し
て
は
補
助
金
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
購
入
や
リ
ー
ス
等
を
推
進
し

て
い
く
。

長
谷
川
幹
雄
議
員

問答問

問 問

答

答答
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編
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成
２８
年
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１
日

議会の傍聴に
お越しください

６月定例会の予定　６月  ３日（金）９時３０分　議案審議

　　　　　　　　　６月２１日（火）９時３０分　一般質問

　　　　　　　　　６月２８日（火）９時３０分　議案審議加東市役所５階に議場があります

加
東
の
え
え
ト
コ
！

加
東
の
え
え
ト
コ
！

　「
阿
江
与
助
」は
加
古
川
舟
運
の
祖
と
呼
ば

れ
る
人
物
で
す
。

　
加
東
郡
河
高
村
に
生
ま
れ
、後
に
滝
野
村

の
阿
江
家
を
継
ぎ
文
禄
３
年（
一
五
九
四
）領
主

の
命
を
受
け
滝
野
村
の
与
助
、垂
井
村（
小
野

市
）の
三
郎
右
衛
門
、砂
部
村（
加
古
川
市
）の

彦
兵
衛
の
三
人
が
私
財
を
投
じ
滝
野
の
闘
龍

灘
か
ら
高
砂
ま
で
の
間
、数
か
所
の
岩
石
を
切

り
除
き
浅
瀬
に
水
路
を
通
す
な
ど
の
難
工
事

を
成
し
遂
げ
舟
運
航
路
を
完
成
さ
せ
高
瀬
舟

に
よ
る
加
古
川
舟
運
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、慶
長

１１
年（
一
六
〇
六
）、与
助
と

田
高
村（
西
脇
市
黒
田
庄
）の
伝
入
斎
が
闘
龍

灘
か
ら
本
郷（
丹
波
市
氷
上
町
）ま
で
の
川
普

請
を
成
し
遂
げ
加
古
川
の
舟
運
航
路
約

５０
㎞

を
完
成
さ
せ
た
。

　
こ
の
功
で
与
助
は
滝
野
船
座
の
座
元
に
任

じ
ら
れ
、加
古
川
船
運
を
支
配
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
闘
龍
灘
周
辺
は
、但
馬
、丹
波
や
東

播
磨
の
物
資
の
集
積
地
と
し
て
、ま
た
輸
送
の

拠
点
と
な
り
問
屋
や
旅
籠
が
建
ち
並
ぶ
な
ど

北
播
磨
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
繁
栄
し
、

滝
野
地
域
の
町
の
礎
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
舟
は
全
長
約

１１
メ
ー
ト
ル
、幅
は
２
・
５
メ
ー

ト
ル
あ
り
、お
や
じ
・
と
も
の
り
・
中
の
り
の
３

人
で
乗
り
込
み
、米
俵
を
多
い
時
で

６０
俵（
約

３
・
６
ト
ン
）近
く
を
積
み
込
み
、朝
出
航
し
、

翌
日
夕
方
に
帰
る
二
日
舟
で
、も
ど
り
舟
は
塩
、

干
し
魚
、肥
料
な
ど
を
積
み
、船
乗
り
の
肩
で

引
か
れ
て
川
を
上
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。こ
の
舟

運
は
大
正
２
年
の
播
州
鉄
道（
現

ＪＲ
加
古
川
線
）

が
開
通
す
る
ま
で
の
３
２
０
年
間
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
与
助
銅
像
は
大
正
９
年
６
月
、そ
の
功
績
を

た
た
え
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、昭
和

２０
年
春
、

太
平
洋
戦
争
時
、兵
器
製
造
に
必
要
な
金
属

資
源
を
補
う
た
め
政
府
に
差
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
平
成
２
年
５
月
、先
の
台
座
を
生
か

し
再
建
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　（
長
谷
川
勝
己
）
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〇３月定例会は延べ７人の傍聴がありました。
〇加東ケーブルビジョン（７０２ch）とインターネットで生放送もいたしますのでご覧ください。
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加
東
郡
旧
３
町
（
社
町
、

滝
野
町
、
東
条
町
）
が
加
東

郡
合
併
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、

合
併
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
調
査
、

協
議
、
審
議
等
が
行
わ
れ
、
３

町
最
終
合
意
の
も
と
、
平
成

１８
年
３
月
に
新
市
「
加
東
市
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
本
年
３
月

を
も
っ
て

１０
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

３
月

２０
日
に
市
制

１０
周
年
記

念
式
典
が
、
や
し
ろ
国
際
学

習
塾
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
議
会
に
お
い
て
は
、
平

成
２８
年
度
予
算
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
年
度
の
予
算
は
、
合
併

後
最
大
の
予
算
規
模
と
な
り
、

３
月
７
、
８
、
９
日
の
３
日
間

の
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て

慎
重
審
議
し
、
本
会
議
で
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
４
月
か
ら
議
会
で
は

会
議
を
傍
聴
さ
れ
る
際
に
、
手

話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
が

配
置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ご
要
望
が
あ
れ
ば
専
門
の
方

に
お
願
い
し
、
傍
聴
席
で
私
達

の
議
論
を
手
話
等
で
お
伝
え
す

る
も
の
で
す
。
傍
聴
希
望
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
申
込
み
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
議

会
の
様
子
、
状
況
を
十
分
お

伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
議
会

広
報
委
員
一
同
、
様
々
な
議
会

活
動
を
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
で
き
る
様
、
な
お
一
層
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

（
　
瀬
俊
介
）

　
議
員
の
お
す
す
め
す
る

市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
等
を
紹

介
す
る「
加
東
の
え
え
ト
コ
！
」

ど
う
ぞ
、お
楽
し
み
く
だ
さ

い
！

阿
江
与
助
と
加
古
川
舟
運

あ
　  

え
　   

よ
　
す
け

い
さ
べ 

む
ら

た 

こ
う
む
ら

し
ん

か
わ  

ぶ 

で
ん
に
ゅ
う
さ
い

か
　   
こ
　
が
わ
し
ゅ
う 

う
ん 

議
会
広
報
委
員
会

　
　

　
委
員
長
　
石
井
　
雅
彦

　
副
委
員
長
　
　
瀬
　
俊
介

　
委
　
員
　
二
階
　
一
夫

　
　
　
　
　
桑
村
　
繁
則

　
　
　
　
　
長
谷
川
勝
己

　
　
　
　
　
小
川
　
忠
市

　
　
　
　
　
大
畑
一
千
代 

高耳
高耳


